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は じ め に

大阪府南部に位 置する貝塚市 は、南 は和泉 山脈 に接 し、北 は大阪湾 に面 してお り変化に富んだ

自然環境が残 されています。

新井 ・鳥羽北遺跡 は、小瀬、半田、新井地 区に広がる中世 ・近世の集落跡 であ ります。遺跡 範

囲の大部分はユニチカ㈱貝塚工場 にかか ります。ユ ニチカ㈱ と言えば、東京オ リンピックバ レー

ボール 「東洋の魔女」 を輩 出 したことで有名ですが、平成9年 に操業 を停止 し工場跡地は新たな

活用方法が計画 され工場跡地の活用が進みつつあ ります。

今 回店舗建設 に続 いて、店舗へのアクセス道路建設 に伴 う発掘調査 を実施 しました。店舗部分

の発掘調査では、集落域の一部が明 らかとな りま した。今 回の調査 では集落 に関連 した区画溝等

を発見 し、集落域 の範囲が明 らかにな りつつ あ ります。

これらの成果 は、本市な らびに周辺地域 の歴史 を明 らかにするうえで、まことに有意義なこと

と考えています。

本調査報告書の刊行が、皆様の文化財 に対す るご理解 を深めていただ くとともに、文化財の保

護 ・保存 ・研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並 びに本書作成 にあた り、関係各位 には多大なご協力 を頂 き、ここに深 く感謝の意

を表 します とともに、今後 とも本市 における文化財保護行政 に対す る、一層 のご理解 とご支援 を

お願いいた します。

平成19年9月30日

貝塚市教育委員会

教育長 山本 太三郎



例 ≡

1.本 書 は、小瀬175-1他 地内(開 発面積55,370m)に 所在する新井 ・鳥羽北遺跡において実施 した店舗建設工事

に伴 う道路建設工事の事前発掘調査の概要報告である。

2.発 掘調査は確認調査を平成15年4月20日 ～4月26日 、2次 発掘調査 を平成16年6月1日 ～平成16年8月4日

にかけて実施 した。なお内業調査については本書刊行 をもって終了 した。

3.調 査 にあたっては、ユニチカ株式会社ならびに株式会社橋本興業に多大な御理解 と御協力を得た。ここに記

して、感謝の意 を表 します。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、学芸員三浦基が担当した。

内業調査および本書作成にかかる諸作業については、下記の諸氏の参加を得て実施 したものである。

岡本恵子、畑中道子

5.本 書で用いた標高は、東京湾平均海水面(T.P.)を 基準 とした。

6.本 書の土色表示は農林水産省水産技術会議事務局監修 『新版 標準土色帳』1993年 度版 を用いた。

7.本 書の執筆は、三浦基、上野裕子、編集は三浦が行 った。

8.遺 物写真撮影は三浦が行った。

9.出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会において保管している。
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第1章 調査に至る経過

ユニチカ株式会社 代表取締役 大西音文から小瀬175-1他 地内(開 発面積55 ,370㎡)で 店舗建設に伴 う駐車

場、道路の計画が もちあが り、敷地が新井 ・鳥羽北遺跡の範囲にかかるため平成14年8月27日 に発掘届出書が

提出された。

発掘届出書の提出を受けて確認調査計画を作成 し、平成16年4月20日 ～4月26日 確認調査を実施 した。7ヵ

所で合計397㎡ の調査 を実施 した結果、古代～中世 とみられる溝、柱穴等の遺構、遺物包含層が存在することが

判明した。

この結果により、遺跡範囲が広がることが明らか とな り遺跡発見届出書の提出を求めた。また、開発工事 によ

り埋蔵文化財 に影響が及ぶ部分のうち店舗建設部分で既に発掘調査 を実施 している部分、工場基礎等により破壊

を受けている部分を除 き3ヵ 所(第1区 ～第3区)、 合計約2,400㎡ で発掘調査が必要 という結果か ら、発掘調査

の協議を行い、平成16年5月28日 覚書 を交わ し、調査 を実施 した。

発掘調査期間は、平成16年6月1日 ～平成16年8月4日 にかけてである。

内業調査は、平成16年10月1日 ～平成17年3月31日 にかけて実施 した。

県

和 ・歌 山 県

図1貝 塚市位置図
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5長 楽寺跡7(国 史跡)地 蔵堂丸山古墳8地 蔵堂廃寺10秦 廃寺15麻 生中新池遺跡19(貝 塚)泉 州麻生塩壺出

土地20堀 遺跡21橋 本遺跡22貝 塚寺内町遺跡23加 治 ・神前 ・畠中遺跡24明 楽寺跡26沢 西出遺跡28

沢城跡29新 井 ・鳥羽遺跡30新 井ノ池遺跡31半 田遺跡32麻 生中遺跡34澱 池遺跡35積 善寺城跡36清

児遺跡51窪 田遺跡 ・窪田廃寺55槍 ヶ谷城跡56半 田遺跡(清 児地区)57堤 遺跡58小 瀬五所山遺跡59石 才

遺跡61(貝 塚)土 生遺跡64海 岸寺山遺跡66脇 浜遺跡67今 池遺跡70石 才南遺跡72地 蔵堂遺跡75新 井・

鳥羽北遺跡80津 田遺跡82福 田遺跡86麻 生中出口遺跡87小 瀬遺跡88堤 三宅遺跡89沢 新開遺跡91堀

新遺跡93麻 生中下代遺跡94堀 秋毛遺跡95半 田北遺跡96沢 老ノ塚遺跡97東 遺跡102津 田北遺跡103

久保遺跡109窪 田ハマデ遺跡110海 塚遺跡111脇 浜川端遺跡114麻 生中薬師堂遺跡115谷 池遺跡

19(岸 和田)宮 本町遺跡89岸 和田古城跡114(府 指定史跡)岸 和田城126沼 天神社遺跡128小 寺遺跡131(岸

和田)土 生遺跡154岸 和田城遺跡

図2貝 塚 市遺 跡 分布 図(部 分)
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第2章 位置と環境

調査を実施 したのは貝塚市北西部に位置 し、半田、福田、新井にまたがる新井 ・鳥羽北遺跡である。

本遺跡は、貝塚市北部 を流れる津田川左岸の段丘上に位概 し、東西約350m、 南北約320mの 範囲に広がる中

世か ら近世にかけての集落跡である。遺跡の範囲は大部分がユニチカ貝塚工場跡地の敷地にかかってお り標高約

17m～20mで ある。

周辺に散在する遺跡 としては、北に平安時代～中世の集落跡である小瀬遺跡や弥生時代～古墳時代初頭 にかけ

ての遺構を検出 している土生遺跡、小瀬五所山遺跡、南 に弥生時代～室町時代 までの集落跡である新井 ・鳥羽遺

跡、 さらに南には、古代の渡来氏族秦氏の氏寺であった秦廃寺 とその建立に関わった人たちの集落である麻生中

下代遺跡や半田遺跡、半田北遺跡が広がっている。

これまでの発掘調査 により調査地付近には、貝塚市清児周辺から半田、麻生中地域を抜けて流れ込む流路跡が

確認 されている。平成3年 の発掘調査ではこの流路跡を検出してお り、層中より縄文時代前期の石匙や弥生時代

の抉入柱状片刃石斧が出土 している。おそ らく流路 に近い場所 に集落が築かれていた可能性がある。

調査地周辺では古墳時代～平安時代 までの顕著 な遺構は確認で きていないが、中世には鋤溝等の耕作跡を検出

してお り、耕作地として開発 されている様子が確認で きる。耕作地 としての利用は近世まで続 き、半田村、福田

村、新井村 に近接 した耕作地となっていた。やがて昭和9年 に土地買収を受け、昭和9～10年 にかけて大 日本

紡績株式会社(後 のユニチカ株式会社)貝 塚工場が建設 された。

調査地周辺は平成9年 のユニチカ株式会社貝塚工場撤退 により、跡地の開発が活発化 している場所である。そ

れに伴い発掘調査 も増加 してお り、各時代の状況が理解 されつつある地域である。

図3調 査地位置図
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第3章 調査結果

1.調 査 の 概要

調査 は、開発道路工事 によ り破壊 を受 ける部分(約2,400㎡)に ついて調査 区 を設定 した。調査 区は3ヵ 所 とな り、

第1区 ～第3区 とした。調査 区は国家座 標 を基準 に して10m×10mの 区 画 を設け、東西方向 に17区 画(A～Q)、

南 北 方向 に27区 画(1～27)を 設 定 した。

調査 は、 第1区 は確 認調査 の結果 か ら判断 して確 認調査 にお ける遺物包含 層第3層 、第4層 を機 械で掘 削 し、

地 山上面で遺構検 出 を実施 した。

2.基 本層序(図5)

第1区

本調査 区の地層堆積状 況 は、上層 よ り盛土(1、 層厚1～1.6m)、 耕 作 土(2、 層 厚0.15～0.25m)、 旧耕 作土(6、

層厚0.15m)、 にぶ い黄色細砂 混 じり土(3、 層厚0.15m)、 褐 灰色 土(4、 層厚0.1m)で そ の下は明黄褐色土(5)、

灰 白色 土(7)の 地 山で ある。3層(第3層)は 、 中世 か ら近世 の遺物包含 層、4層(第4層)は 中世 の遺物包

含層 である。

第2区

本調査 区 の地層堆積状 況 は、上層 よ り盛土(1、 層厚0.4m)、 耕 作土(2、 層 厚0.05～0。1m)、 黄 褐色 土(8、

層厚0.15～0.25m)、 灰 黄褐色 土(9、 層厚0.15m)、 褐 色 土(11、 層 厚0.05m)で 、その下 はにぶい黄褐 色土(10)

の 地 山であ る。8層(第3層)は 、 中世 か ら近世 にか けての遺物 包含層 、9層 、11層(第4層)は 中世 の遺物

包含層で ある。

第3区

本調査 区の地層堆積状況 は、上層 より盛 土(1、 層厚0.45m)、 耕 作 土(2、 層 厚0.05m)、 黄 褐色 土(12、 層厚0.1

m)で そ の下 は黄 褐色土(13)の 地 山で ある。12層(第3層)は 中世 か ら近世 の遺物包含 層であ る。
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3、 検 出遺構(図6・7)

第1区

第1区 は溝14条 、 土坑1基 を検 出 した。埋土 や遺構 の形状 な どか ら流路 お よび中世 の耕作 にと もな うもの と

考 え られ る。

SD-0001

本 遺構 は、B-1区 に て検 出 した溝 である。長 さ2.6m、 幅0.55m、 深 さ0.06～0.09mで 埋 土 は褐灰 色土 である。

遺物 は出土 していない。

SD-0002

本 遺 構 は、A-1、B-1区 に て検 出 した溝 である。長 さ5.8m、 幅4.1m、 深 さ0.01～ODgmで 埋 土 は褐 灰

色土 であ る。遺物 は出土 してい ない。

SX-0003

本 遺構 は、B-2、B-3区 に て検 出 した溝で ある。長 さ1.8m、 幅2m、 深 さOD4～0.14mで 埋 土 は褐灰 色

土で ある。遺物 は出土 してい ない。

SD-0004

本 遺 構 は、B-3区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ6.9m、 幅3.9m、 深 さ0.03～0.07mで 埋 土 は褐灰色土 であ る。

遺物 は出土 して いない。

SD-0005

本 遺 構 は、B-3、B-4、C-3、C-4区 に て検 出 した溝で あ る。長 さ7.6m、 幅4.9m、 深 さ0.02～0.15

mで 埋 土は褐灰色土 である。遺物 は出土 してい ない。

SX-0006

本 遺 構 は、C-5区 に て検 出 した土坑 である。長 さ2.6m、 幅3.3m、 深 さo.oi～0.04mで 埋 土 は褐灰色土 であ る。

遺物 は出土 して いない。

SD-0007

本 遺構 は、C-5区 に て検 出 した溝 である。長 さ3.9m、 幅1.4m、 深 さ0.02～0.06mで 埋 土 はにぶい黄色細

砂 混 じ り土であ る。遺物 は出土 していない。

SD-0008

本 遺 構 は、C-5区 にて検 出 した溝 で ある。 長 さ4.1m、 幅1m、 深 さ0.01～0.05mで 埋 土 は にぶい黄色細砂

混 じり土であ る。遺物 は出土 して いない。

図5調 査地柱状土層
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図6SD-0011平 ・断面 図

SD-0009

本 遺 構 は、C-5、C-6区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ3.7m、 幅1.4m、 深 さ0.02～0.03mで 埋 土 はに ぶ

い黄色細砂 混 じり土 である。遺物 は出土 してい ない。

SD-0010

本 遺 構 は、C-5、C-6区 に て検 出 した溝 で ある。検 出長4m、 幅0.5m、 深 さ0.16～0.18mで 埋 土 は明黄

褐 色粘土 、 にぶ い黄色細砂 混 じり土 であ る。遺物 は出土 してい ない。

SD-0011

本 遺 構 は、C-6、C-7区 に て検 出 した溝 であ る。 長 さ6.3m、 幅2.9m、 深 さ0.18～0.29mで 埋 土 は にぶ

い黄色細砂 混 じり土 である。遺物 は青磁碗 、瓦が 出土 してい る。

SD-0012

本 遺 構 は、C-6、C-7区 に て検 出 した溝 であ る。 長 さ32m、 幅1.8m、 深 さ0.05～0.14mで 埋 土 は にぶ

い黄色土 で ある。遺物 は出土 していない。

SD-0013

本 遺 構 は、C-7、C-8、D-8区 に て検 出 した溝 で ある。長 さ7.9m、1.9m、0.05～0.11mで 埋 土 はにぶ

い黄色細砂 混 じり土 であ る。遺物 は出土 して いない。

SD-0014

本 遺構 は、C-7、C-8区 に て検 出 した溝 であ る。 長 さ2.5m、 幅0.6m、 深 さ α04～0.05mで 埋 土 は耕 作

土 である。遺物 は出土 してい ない。

SD-0015

本 遺 構 は、C-7区 に て検 出 した溝 であ る。 長 さ2.7m、 幅0.55m、 深 さ0.06～0.07mで 埋 土 は にぶい黄 色

細砂混 じ り土で ある。遺物 は出土 してい ない。

第2区

第2区 で は溝、鋤溝 、井戸 、柱穴 な どを検 出 した。柱 穴 は直径0.3m～0.4mを 測 り、建物 を復元 す るには至

らなか ったが、 その周囲 に直角 に屈 曲す る区画溝 と思われ る溝 を検 出 してお り、屋 敷地が拡 がってい た可 能性 を

示唆 す る。 また、北側 に も屈 曲す る区画溝 を検 出 した。2003年 度 に行 った調査 区北側 の調査 におい て も建物 跡

を検 出 してお り、屋 敷地が さ らに南 に広 が っている ことが確認 された。

また、調 査 区中央 に広 が る自然流路 は従前 の調査 で検 出 している もの と同一 と考 え られ るが、流路 内堆積 層 中

か ら弥生土 器が 出土 してお り、残存状 態の良 さか ら、周辺 にお ける弥生時代 の集落の存在 を示 唆す る もの として

重要 である。
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図6/丶 遺構配置図
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図8第2区 遺構配置 図(北 半)
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SD-0016

本 遺構 は、F-18区 にて検 出 した溝 であ る。長 さ7m、 幅0.9m、 深 さ0.05～0.09mで 埋 土 はであ る。遺物 は瓦、

瓦器 、土師質羽釜 、瓦質土器 、東播 系須恵器 こね鉢 が出土 している。

SD-0017

遺 構 は、E-19、F-18、F-19区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ7.4m、 幅1.4m、 深 さ0 .23～0.37mで 埋

土 は灰黄褐色 砂混 じ り土、黒褐色土 であ る。遺物 は弥生 土器、土 師質羽釜が 出土 してい る。

SD-0018

本 遺 構 は、E-19、F-18、F-19区 に て検 出 した溝 であ る。 長 さ13m、 幅1。5m、 深 さ0 .07～0.32mで

埋 土 は褐灰色 土、灰 黄褐色砂 質土、黒褐色 土であ る。遺物 は出土 していない。

SD-0019

本 遺 構 は、E-18、F-18区 に て検 出 した溝 で あ る。 長 さ4.5m、 幅L5m、 深 さ0.06～0.24mで 埋 土 は、

黄褐 色細砂 混 じり土、 にぶい黄褐色細砂 混 じ り土、暗灰 黄色細砂 混 じり土 であ る。 遺物 は須 恵器、土 師質土器、

瓦器 皿が 出土 してい る。

SD-0020

本 遺構 は、E-18区 に て検 出 した溝で ある。長 さ3.7m、 幅1.2m、 深 さ0.1～0.26mで 埋 土 は灰黄褐 色砂混

じり土であ る。遺物 は須恵器、 土師質土器、瓦質土 器が 出土 してい る。

SD-0021

本 遺 構 は、E-19区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ4.9m、 幅1.3m、 深 さ11:～0.22mで 埋 土 はにぶ い黄褐

色砂混 じ り土であ る。 遺物 は弥生土器 、土師質土器 が出土 している。

SD-0022

本 遺構 は、E-19、E-20、F-19区 に て検 出 した溝 であ る。 長 さ9.9m、 幅2.8m、 深 さ0.26～0 .64mで

埋 土 は黄褐色砂礫 で ある。遺物 は瓦 、肥 前系磁 器碗 、肥前 系磁 器血 、土師質土器 、須 恵器、青磁 が出土 して いる。

SD-0023

本 遺 構 は、E-20、F-20区 に て検 出 した 自然流 路 と考 えられる。埋土 は黒褐 色土 で ほぼ東西 方向 に流 れて

いた と考 え られ、検 出幅3m、 深 さ1 .5m以 上 であ る。遺物 は弥生土器壷 、甕、土 師質土 器が出土 している。

SD-0024

本 遺構 は、F-19区 に て検 出 した溝 である。長 さ1.1m、 幅0。3m、 深 さ0.02～0.05mで 埋 土 は暗灰黄色 土であ る。

遺 物は出土 していない。

SD-0025

本 遺 構 は、F-19区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ1.1m、 幅0.6m、 深 さ0.07mで 埋 土 は暗灰黄色 土 であ る。

遺物 は出土 していない。

SD-0026

本 遺 構 は、F-20区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ2。6m、 幅0 .6m、 深 さ0.16～0.23mで 埋 土 は黒褐色 砂 質

土 である。 遺物 は出土 してい ない。

SD-0027

本 遺 構 は、G-21区 に て検 出 した溝 である。長 さ2.2m、 幅1.7m、 深 さo .s～1mで 埋 土 は灰黄褐色砂 質土 であ る。

遺物 は土師 質土器、サ ヌカイ ト剥片が 出土 してい る。

SD-0028

本 遺 構 は、G-21区 に て検 出 した溝 で ある。長 さ0。65m、 深 さ0,3～1.06mで 埋 土 はで灰 黄褐色 土 ある。遺

物 は出土 していないQ

SD-0033

本 遺 構 は、G-22、H-22区 に て検 出 した溝 であ る。 長 さ98m、 幅0.7m、 深 さ0 .11～0.21mで 埋 土 は灰

黄褐色 土で ある。遺 物 は瓦器 、瓦 質土器、土 師質土器が 出土 してい る。
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図9 SD-0016、SD-0017、SD-0018、SD-0019、SD-0020、SD-0021、SD-0023、SD-0026平 ・断面図

一11一



SD-0034

本 遺 構 は、G-22、H-22、H-23区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ8.7m、 幅0.7m、OD4～0.14mで 埋 土

は黄褐色砂 質土 であ る。遺物 は出土 してい ない。

SD-0035

本 遺 構 は、H-22、H-23、1-22、1-23区 に て検 出 した溝 であ る。長 さ9m、 幅1.6m、 深 さ0.11～0.23

mで 埋 土 はオ リーブ褐 色土 である。遺物 は土 師質土器、瓦器、青磁碗 が 出土 してい る。

SD-0036

本 遺 構 は、且 一23、1-23区 に て検 出 した溝 で ある。長 さ4.3m、 幅0.5m、 深 さ0.16～0.18mで 埋 土 は灰

黄褐色土 であ る。 遺物 は出土 していない。

図10SD-0033、SD-0034、SD-0035、SD-0036平 ・断 面 図
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SE-0037

本遺構 は、F-21区 にて検 出した井戸である。長 さ1.1m、 幅1.5m、

深 さ0.72mで 埋土は灰黄色砂混 じり土、灰黄色粘土、灰黄色粗砂混 じり土、

褐灰色粘土砂混 じり土である。埋没 した自然流路部分 を掘削 したもので、

素掘 りの井戸である。遺物は瓦器、土師質土器が出土 してお り、中世に掘

削されたと考えられる。

Pit-0043

本遺構 は、H-22区 にて検 出した柱穴である。直径0.4m、 深 さ0.03

mで 埋土は褐色土である。遺物は須恵器が出土 している。

Pit-0044

本遺構は、H-22区 にて検出した柱穴である。直径0.35m、 深 さ0.05

mで 埋土は褐色土である。遺物は瓦器が出土 している。

Pit-0045

本遺構は、H-23区 にて検出 した柱穴である。直径0.25m、 深 さ0.05

mで 埋土は褐色土である。遺物は土師質土器が出土 している。

第3区

第3区 では溝、土坑、柱穴を検出した。柱穴は第2区 と同 じく集落に伴

うものと考えられる。

SD-0038

L=19.50m

1:震蕘講 鏘5喫 難 聾器嵩`1°YRY)
3.灰 黄色粗砂(25Y%)6黒 褐色粗砂璞(10YRi4〕

図11SE-0037平 ・断面 図

本 遺構 は、M-24区 に て検 出 した溝で ある。長 さ2.4m、 幅1m、 深 さ0.07～0.16mで 埋 土 は黄褐色 土で ある。

遺物 は瓦質土器火鉢 が出土 している。

Pit-0039

本 遺 構 は、M-24区 に て検 出 した柱 穴で ある。直径0.3m、 深 さ0.12mで 埋 土 は黄褐色土 であ る。遺物 は土

師質土器が 出土 してい る。

L=19.50m L=19.50m

1.に ぶい黄褐色土(10YR°/a)

2.黄 褐色粘土(10YR%)地 山土

2m

図12SD-0041、SD-0042平 ・断 面 図
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Pit-0040

本 遺構 は、M-24区 にて検 出 した柱 穴である。直径 α4m、 深 さ0 .01mで 埋 土 は黄褐色 土である。遺物 は瓦器が

出土 している。

SD-0041

本 遺構 は、O-26区 にて検 出 した溝 である。長 さ1.7m、 幅0.5m、 深 さ0 .23～0.26mで 埋 土はにぶい黄褐色土 である。

遺物 は土師質土器が出土 している。

SD-0042

本 遺 構 は、0-26区 に て検 出した溝である。長 さ1.4m、 幅0.4m、 深 さ11:～0 .11mで 埋 土 はにぶい黄褐色土であ る。

遺物 は出土 していない。

SX-0046

本 遺 構 は、M-24区 に て検 出 した土坑 である。長 さ1.3m、 幅0 .7m、 深 さ0.12mで 埋 土 は黄褐色 土である。遺

物は出土 していない。

4.出 土遺物(図13～17、 図版12～15)

遺物は全体量としてコンテナ5箱 分が出土 した。多 くは瓦器、瓦質土器、土師質土器などの中世のもので、近世の

陶磁器類も確認できる。これは調査地が中世以降に開発が活発化 していたことを物語る。そのなかで特筆すべき遺

物として、弥生土器が自然流路などから出土 している。これらは残存状態も非常によく、全体像を復元できるものも

含まれている。文様や形態などから弥生時代中期に位置づけられる。このことにより周辺に弥生時代中期の集落が営

まれている可能性が高くなり、市内における弥生時代の集落動向を復元できる重要な資料となった。以下、遺物につ

いて詳述する。

図13-1～6、8～12はSD-0023か ら出土 した弥生土器である。

1、2は 甕口縁部である。いずれも口縁端部はつまみ上げ、肥厚させている。摩滅により内外面の調整は不明であ

る。1は 口径の計測不可、2は 復元口径21.4cm、 残存高4 .Ocmを測る。

3～6は 底部で3が 甕底部、4、5は 壼底部、6は 壷か甕の底部である。底径4 .7～5.5cm、 残存高3.0～5.6cmで 、

4は 底径の規模が少 し大きく、中期でも早い段階になる可能性がある。内外面の調整については、5が 外面に縦方向

のケズリ、内面に斜めハケを入れていることが確認できるほかは摩滅により不明である。

8は 広口壺で口径19.4cm、 胴部最大径23 .4cm、残存高28.8cmを 測る。外面頸部から胴部上半にかけて櫛描直線文、

胴部下半にミガキを施す。口縁端部は上下に肥厚させ、端部内面には青海波状の櫛描 きを施 している。中期でも古

い時期のものでH様 式まで遡る可能性 もあるものである。

9は 広口壼上半部である。口径14cm、 残存高149cmに 復元できる。頸部から胴部中央まで櫛描直線文を施 し、内

面にはわずかにハケメが確認できる。口縁端部は下方に肥厚 させて垂下させている。

10は 広口壷下半部である。底径7.6cm、 残存高14.2cmに 復元できる。外面には縦方向のミガキを施す。内面は摩滅

により調整不明である。

11は 広口壺である。口径23.6cm、 胴部最大幅26 .4cmに復元でき、残存高は34.3cmを 測る。外面頚部から胴部上半

にかけて櫛描直線文、胴部下半に櫛描波状文を施す。口縁部は有段口縁で、外面に櫛描波状文を施 している。内面

は斜めもしくは横方向のケズリを入れている。皿一3期(中 期中葉)に 位置づけられる。

12は 甕で、口径27.6cmに 復元でき、残存高269cmを 測る。口縁は外反して、端部は面を持つ。外面はタテハケ後

斜めハケ、内面は斜めハケを施す。11と 同じ中期中葉に位置づけられる。

図13-7はSD-0023か ら出土した土師質土錘である。長さ7 .9cm、幅6.6cmを 測る。外面には指頭圧痕を多数残

す。両面より穿孔 している。

図14-13～15はSE-0037よ り出土 した瓦器椀である。口径 は15 .5～16.5cm、 器高は5.4～5.6cmの 範囲内に

おさまる。高台は貼付高台で、底径は4.5～5.Ocmの 範囲内におさまる。内面には横方向の暗文、見込み面には斜格

子の暗文が施される。
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図13SD-0023出 土土 器
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瓦器椀 は外 面 に ミガキ を残 す こ と、器 高が5.4～5.6cmと 比 較 的高 い こ と

か ら、勝 浦康 守氏 の編年 において 皿期の早 い段 階 に位置づ け られ る(註1)。

図15-16～18は 青 磁碗 である。

16はSD-0011よ り 出土 した龍泉 窯系 青磁碗 であ る。 口径 は復 元不 可、

残存高2,4cmで あ る。17はSD-0035よ り出土 した越州窯 系青磁碗 であ る。

口径復元不 可 、残存 高2.3cmで あ る。18は 包 含 層 出土 の龍泉窯系 の青磁碗 で

あ る。 口径14.1cmに 復 元で き、残存 高3.2cmを 測 る。

図15-19、20は 弥 生 土器の壺底部 であ る。19はSD-0020よ り出土 し、

復 元底径5.4cm、 残 存高3.3cmを 測 る。20はSD-0027よ り出土 し、底径6.2cm、

残 存高3.4cmを 測 る。

図15-21はSD-0016か ら出土 した瓦器小 皿 であ る。 口径9.6cmに 復 元

で き、残存 高2.2cmを 測 る 内面 には横方 向の暗文が見 られ る。

図15-22はPit-0044か ら出土 した瓦器椀 であ る。口径13.2cm、 器 高3.1

0 10cm

図14SE-0037出 土 土器

cm、 底 径2.5cmを 測 る。高台 は高 さ0.2cmと 低 く、痕跡 を残 すのみで ある。 内面 には横方 向の暗文が見 られ る。

図15-23はSD-0019か ら出土 した瓦 器小皿で ある。 口径10.Ocmに 復 元 で き、残 存高1.8cmを 測 る。

図15-24はSD-0022か ら 出土 した肥前磁 器皿 である。口径13.6cmに 復 元 で き、器 高3.2cm、 底 径8.1cmを 測 る。

18世 紀 前 半 の もの。

図15-25はSD-0016よ り出土 した東 播系須 恵器 の鉢 であ る。 口縁 端部 は肥厚す るが拡張 度 は弱 い。13世

紀 代 に位置 づ けられる。

図15-26はSD-0038よ り出土 した瓦 質火鉢で ある。低 い器 高に猫脚状 の脚部 がつ く形状 の もので、残存 高5.O

cmを 測 る。

図15-27はSD-0021よ り出土 した弥生 土器 の壺底 部であ る。底径6.4cmに 復 元 で き、残存高28cmを 測 る。

内外 面の調 整 は摩滅 に よ り不 明で ある。底 部の規模 か ら中期 前半 に位 置づ け られ る可 能性 が高 い。

図15-28はSD-0022よ り出土 した肥 前磁 器碗で ある。底 径4.2cm、 残 存 高2.7cmを 測 る。

図15-29、31～34は 土 師質 羽釜であ る。

29はSD-0016よ り出土 した もので、 口径15.8cm、 残 存 高2.8cmを 測 る。口縁 はゆるやか に外反 し、端部 を肥

厚 させて い る。内面 には板 ナデ を施す。

31、34はSD-0017よ り出土 した もの で、口縁 は外反 し、端部 はナデ によ り断面 四角形 に仕 上 げる。31は 口

径27.4cm、 残 存 高5.1cm、34は 口径30.4cm、 残 存 高6.4cmを 測 る。外面 には横 方向の板 ナデ、内面 に斜 めハ ケを施 す。

32、33はSD-0016よ り 出土 した もので 、口縁 部 を短 く外反 させ て丸 くお さめ る形 状 の もので あ る。 口径

24.2～30.4cm、 残存 高4.2～6.4cmを 測 る。外 面 にヨコナデ を施 した後 、鍔 を貼 り付 ける。内面 は斜 めハ ケ も しく

は板 ナデ を施 す。

これ らの羽釜 はいず れ も口縁 部が外反 す る形状で 口縁 部の高 さ も比較 的高い。胎土 は密であ るこ とか ら勝浦康

守氏の編年 で皿期 に位 置づ け られ る ものであ る。

図15-30はSD-0020よ り出土 した 弥生土器 甕 口縁 部 であ る。 口径25.3cm復 元 で き、残存 高2.8cmを 測 る。

口縁 端部 は少 しつ まみ上 げ、強いナ デに よって断面台形状 に な り、面 を持 つ。

図15-35は 機 械掘削 時 に出土 した瓦 質土器擂鉢 であ る。 口径38.8cm、 残 存高6.5cmを 測 り、胎 土 は粗 く1mm

以 上 の石英 や角閃石が混 じる。内面 には粗 い ヨコナデ後 、原体が8本2条 もしくは16本1条 の擦 目を入 れてい る。

外 面は横 方 向のケズ リのあ と斜 め方 向のケズ リを粗 く入 れる。

図16-36～42はSD-0016よ り出土 した平 瓦で ある。全 て破片 であ り、全体 規模 は不 明であ る。残 存幅 は

7.4～12.4cm、 残 存高7.2～11,6cm、 厚 さは2.0～2.5cmを 測 る。端部が残存 す る例 も認 め られ、1.4～1.6cm幅 の 面

取 りを施 してい る。 凹面 には布 目を残す ほか、37、38、40、41に は糸切 り痕 が認 め られ る。凸面 は全 て縄 目タ

タキ を施 してい る。40に はわずか ではあ るが糸切 りの痕 跡が残 る。離 れ砂 は凸面 に残 され ている。
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43はSD-0011よ り出土 した平瓦である。残存幅11.4cm、 残存高16.4cm、 厚 さ2.4cmを 測る。凹面には布 目と

糸切 り痕を残 し、凸面に縄 目タタキを施す。

これらの瓦 には固 く焼 き締 まり須恵質の ものと瓦質で焼 き締まっていないものがある。前者は38～41で 、そ

れ以外は後者である。

調査地周辺では南に位置する新井 ・鳥羽遺跡で も大量の瓦が出土 している。中には 「承元3年(1209)」 銘の

瓦も認め られる。両者の瓦は調整などが同じであ り、同一の建物に関わるものと考えられる。いずれも溝や土坑

などから出土 してお り、遠方より流入 した ものとは考 えにくいことから、周囲に13世 紀代の寺院が存在する可

能性が高い。

図15SD-0011、SD-0016、SD-0017、SD-0019、SD-0020、SD-0021、SD-0022、

SD-0027、SD-0035、SD-0038、Pit-0044、 第3区 第3層(35)、 表 採(18)出 土 ± 器
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図16SD-0011、SD-0016出 ±瓦
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図17石 器

44～46は 石 器 であ る。 いずれ も材 質 はサ ヌカ イ トで、44はSD-0027、45、46は 機 械 掘 削時 に 出土 した。

44、45は 剥 片 で、44が 長 さ1.85cm幅1。05cm、45は 長 さ3.3cm幅1.7cmを 測 る。46は 石 匙 で、長 さ5.3cm、 幅6.O

cmを 測 る。

註1勝 浦康守 「貝塚 市出土 の瓦器 編年試案」

貝 塚市埋蔵 文化財発 掘調査報 告第13集 『王子遺跡発 掘調査概報1』 貝塚市教 育委員会1986.3
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第4章 まとめ

工場基礎等による破壊部分が存在するものの第1区 ～第3区 全調査区ともに良好に遺構を検出することができ

た。以下、各時代の状況についてまとめることにする。

中世以前

従前の調査では縄文時代、弥生時代の石器が出土 していたが、弥生土器は出土 していなかった。今回、流路堆

積層から弥生中期の土器が出土 してお り、本遺跡の東南方向に位置する麻生中下代遺跡、石才南遺跡といった弥

生時代の集落跡から流路が本遺跡方向に流れている可能性があ り、弥生時代の集落の一部が確認される可能性が

ある。

中世

第1区 部分はフケ、大フケといった地字があ り、流路が埋没する過程で湿地化 し、水田として利用されたと考

えられる。湿地から水 田に利用 されるのはこれまでの調査結果より、中世ころからと考えられる。

第2区 部分では、直交する区画溝 を検出 した。また、区画fに 囲まれた部分から柱穴を検出 してお り、集落域

が南側に広がることがあきらかとなった。第1区 付近は湿地状態で水 田には適するが住居建設 には向かない。第

2区 は第1区 に比べて2m近 く高い場所であ り、集落は比較的地盤のよい部分、第2区 以南 に展開したと考えられ、

現在の半田、新井 といった村に固定 したと考えられる。

近世

近世には湿地状で耕作には適 さなかった場所は改変され、灌漑用水路、池等がつ くられて耕作地となったと考

えられる。出土 した近世の遺物のほとんどは灌漑用水路(SD-OO22、 平成15年 度調査SD-98)か ら

の出土であ り、本調査地は田畑が広がる地域であったと考えられる。

近代

ユニチカ貝塚工場が誘致建設 されるまで本調査地周辺は耕作地であったと考えられる。工場建設に伴 う造成工

事は大規模で広範囲なものであった。谷を埋め、高い地盤を削 り取 り整地され造成された工場の敷地は163,600

㎡におよび本工場が日本の近代産業の一翼を担ったことはいうまで もない。

従前の調査においては、旧河道、流路が広が り、中世以降の地形改変により耕作域が拡大 した状況が明らか と

なり、平成15年 度の調査においては、掘立柱建物3棟 を検出 し、新井・鳥羽北遺跡の集落の一部が明らかとなった。

第1区 では、耕作 に伴 う遺構 を検 出した。溝、鋤溝、足跡を検出してお り、中世から農地開発、地形改変によっ

て農地が広がっていったと考えられる。

第2、 第3区 では、集落に伴 う区画溝を検出し、掘立柱建物の一部と考えられる柱穴を検出 した。

今回の調査では建物を構成する柱穴、集落に伴 うと考えられる区画溝を検出してお り、南側 に集落域が広がる

ことが明らか となった。また、第3区 から第1区 方向に約2m、 地盤が下がってお り、現在の平坦な状況とちが

いかなり地形変化 に富んでいたことが判明 した。

出土遺物について

今回の調査においては自然流路 より弥生土器が多 く出土 した。破片が多 く全体像を確認する資料は限られてい

るものの、いずれも弥生時代中期に位置づけられるものである。器種は甕、広口壷などが確認できる。文様 は櫛

描文で直線もしくは波状文を施すものである。凹線文は含まない。その形態からII様式までさかのぼると考えら

れるものからIV様 式に近い ものもあ り、い くらか年代幅が認められる。

搬入品については今 回認められず、いずれも在地産と考えられる。調整は丁寧に施す ものか ら粗雑なものまで

認め られる。

貝塚市内では、弥生時代前期に海岸部に近い沢遺跡、沢西遺跡で遺構、遺物を発見 してお り、集落が営まれて

いたことがわかっている。
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中期には多 くの集落が成立 し、近木川流域の加治 ・神前 ・畠中遺跡、石才南遺跡、津田川流域の土生遺跡、ま

た調査区に近い麻生中下代遺跡で集落が認め られる。これらの集落はこの時期 に最 も大 きくなったと考えられ、

石才南遺跡、土生遺跡など比較的大規模な集落 も認め られる。こうした大規模集落のなかには加治 ・神前 ・畠中

遺跡、石才南遺跡、土生遺跡など規模 を縮小 しながらも弥生時代後期か ら古墳時代前期まで存続 していたことが

わかっている。

今回出土 した弥生土器は、中期 における活発 な集落の動向を示す ものである。土器は自然流路からの出土であ

るにも関わらず摩滅 も少ないことか ら調査区近 くに隣接 した集落が営まれていた可能性が高い。

前述 したとお り、貝塚市清児周辺か ら半田、麻生中地域 を通 り調査区付近へは自然河川が存在 していたことが

わかっている(註 ★)。 おそらくこの自然河川に沿って麻生中下代や調査 区で見つかった集落が営まれた ものと

思われる。

中世の遺物は瓦器椀、瓦質羽釜、土師質羽釜な ど13世 紀代 に該当するものが多 く、この頃に調査区周辺が開

発を受けたことがわかる。これまでの調査では、古墳時代～平安時代までの遺構、遺物が見つかっておらず、集

落などが営まれていた可能性 は低い。おそらくこれまで検出 した多 くの自然流路跡が示す ように調査区周辺は自

然河川の影響を受け、古代 までは不安定な土地柄であったため と思われる。

貝塚市では調査地周辺だけでなく、市内全域において13世 紀代に近木川の氾濫原や開析谷などを広範囲に、

しかも大規模に開発 している様子が確認できる(註 ☆)。 このような大規模開発が行われたのは、土木技術の躍

進 と農地確保によって生産量を上げようとする強い力があったことは想像に難 くない。

こうした開発 を行った人々については、 もう少 し市内の中世集落の動向を見極 めてい く必要があるが、平成

15年 度 と今回の調査で検出 した建物跡はこのような問題に解決の手がか りを与えて くれるものであることは間

違いない。

註★ 前川浩一 「中世農地開発 と加治 ・神前 ・畠中遺跡」 『近木郷 を考古学する一役所 ・寺 ・街道』2002.1

註☆ 註★に同じ
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1.第1区 南 西 よ り

2.第1区 全 景 南西 よ り
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1.第1区

2.第1区SD-0011北 西 よ り
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1.第2区 北 よ り

2.第2区 全 景 北 よ り
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1.第2区 南 半 南西 よ り

2.第2区SD-0035南 東 よ り



図
版
7

検
出
遺
構

1.第2区SD-0027、SD-0037東 南 よ り

2.第2区SD-0023南 よ り
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1.第2区SD-0033、SD-0034南 東 よ り

2.第2区SD-0022東 南 よ り



図
版
9

検
出
遺
構

1.第2区sD-0034、sD-0035、Pit-0043、Pit-0044東 南 よ り

2.第2区SD-0016～SD-0019南 西 よ り
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1.第2区SD-0023弥 生土器 出土状況(図 版13-11)

2.第2区SD-0023弥 生 土器 出土状 況(図 版12-8)
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1.第3区 東半 東 よ り

2.第3区SD-0038、Pit-0039、Pit-0040、SX-0046北 東 よ り
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SD-0023(1～6、8、10)、SD-0027(20)出 土 土器
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SD-0016(32)、SD-0020(19)、SD-0023(7、9、11、12)、SE-0037(13～15)、 石 器(46)
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SD-0016(25、33、35、36)、SD-0038(26)、 第3区 第3層(35)、 青 磁(18)
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SD-0016(38、39、41～43)出 土 平 瓦
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